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第
四
十
一
条
中
「
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
」
を
「
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で
」
に
改
め
、

同
条
を
第
四
十
七
条
と
す
る
。

第
四
十
条
第
一
号
中
「
第
十
三
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十

三
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
三
十
条
」に
改
め
、

同
条
第
四
号
中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
六
条
と
す
る
。

第
三
十
九
条
中
「
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
」
を
「
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で
」
に
改
め
、

同
条
を
第
四
十
五
条
と
す
る
。

第
三
十
八
条
中
「
第
三
十
六
条
」
を
「
第
四
十
一
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条

を
第
四
十
四
条
と
す
る
。

第
三
十
七
条
第
一
号
中
「
第
十
三
条
の
三
第
一
項
、
第
十
三
条
の
四
又
は
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条

第
一
項
、
第
十
五
条
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
三
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
十

四
条
第
二
項
」
に
、「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第

二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同

条
を
第
四
十
三
条
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
二
中
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
二
条
と
す

る
。第

三
十
六
条
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
を
「
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た
」

に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
り
、
同
条
を
第
四
十
一
条
と
す
る
。

第
五
章
中
第
三
十
五
条
の
二
を
第
四
十
条
と
す
る
。

第
三
十
五
条
中
「
第
二
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
三
十
条
」
を
「
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
三
十

三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十
四
条
を
第
三
十
八
条
と
し
、
第
三
十
三
条
を
第
三
十
七
条
と
し
、第
三
十
二
条
の
二
を
第
三
十
六
条
と
し
、

第
三
十
二
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
三
十
一
条
第
二
号
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
三
条
第
二
項
」を「
第

二
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
第
四
章
中
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
三
章
中
第
三
十
条
を
第
三
十
三
条
と
し
、
第
二
十
九
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
二
章
第
四
節
中
第
二
十
八
条
を
第
三
十
一
条
と
し
、
第
二
十
七
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
章
第
四
節
を
同
章
第
五
節
と
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、第
二
章
第
三
節
中
同
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
中
「
漁
業
法
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
同
法
第
六
十
五
条
第
一

項
」
を
「
漁
業
法
第
百
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」に
改
め
、

同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
さ
く
河
魚
類
」
を
「
溯
河
魚
類
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
え
な
い
」
を
「
超
え

な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
、
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
た
だ
し
、第
二
十
五
条
第
二
項
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
訴
」
を
「
訴
え
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同

条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
さ
く
河
魚
類
」
を
「
溯
河
魚
類
」
に
、「
虞
」
を
「
お
そ
れ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
さ
く
河
魚
類
の
通
路
又
は
当
該
通
路
に
代
る
べ
き
」
を「
溯
河
魚
類
の
通
路
若
し
く
は
当
該
通
路
に
代
わ
る
べ
き
」

に
、「
、
も
し
、」を
「
を
命
じ
、
又
は
」
に
、「
さ
く
河
魚
類
又
は
」
を
「
溯
河
魚
類
若
し
く
は
」
に
、「
又
は
方
法
」
を

「
若
し
く
は
方
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
さ
く
河
魚
類
」
を
「
溯
河
魚
類
」
に
、「
さ
く
上
」を「
溯

上
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
溯
河
魚
類
の
通
路
の
保
護
）」を
付
す
る
。

第
二
十
一
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
章
第
三
節
の
節
名
中
「
さ
く
河
魚
類
」
を
「
溯
河
魚
類
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
三
節
を
同
章
第
四
節
と
す
る
。

第
十
九
条
を
削
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中「（
港
湾
区
域
の
定
義
）」、「（
港
湾
区
域
の
定
め
の
な
い
港
湾
）」、「（
特
定
離
島
港
湾
施
設
の
存

す
る
港
湾
に
お
け
る
水
域
の
占
用
の
許
可
等
）」及
び「（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
の
定

義
）」を
削
り
、
同
条
第
三
項
中「（
河
川
使
用
の
許
可
等
）」及
び「（
指
定
土
地
に
お
け
る
一
定
行
為
の
禁
止
、
制
限
）」

を
削
り
、
同
条
第
四
項
中「（
採
取
計
画
の
認
可
）」及
び「（
変
更
の
認
可
）」を
削
り
、
同
条
第
五
項
中「（
港
湾
管
理
者

の
定
義
）」、「（
港
湾
区
域
内
の
工
事
の
許
可
）」、「（
港
湾
区
域
内
の
国
等
の
工
事
に
つ
い
て
の
特
例
）」、「（
港
湾
区
域

の
定
め
の
な
い
港
湾
へ
の
準
用
）」、「（
公
有
水
面
埋
立
法
と
の
関
係
）」、「（
特
定
離
島
港
湾
施
設
の
存
す
る
港
湾
に
お

け
る
国
等
の
工
事
に
つ
い
て
の
特
例
）」、「（
促
進
区
域
内
海
域
の
占
用
等
に
係
る
許
可
）」及
び「（
促
進
区
域
内
海
域

の
国
等
の
工
事
に
つ
い
て
の
特
例
）」を
削
り
、
第
二
章
第
二
節
中
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
五
条
第

三
項
」
を
「
第
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
十
八
条
第
五
項
」
に
改

め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
六
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
五
条
の
二
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
五
条
第
三
項
中
「
第
八
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
条
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、「
同
法
第
八
条
第
三
項

に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
」
の
下
に「（
同
法
第
百
七
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に

よ
り
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
置
か
な
い
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
当
該

都
道
府
県
の
知
事
が
指
定
す
る
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
）」を
加
え
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
四
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
二
章
第
二
節
を
同
章
第
三
節
と
す
る
。

第
二
章
第
一
節
の
二
中
第
十
三
条
の
二
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
二
章
第
一
節
の
二
中
第
十
三
条
の
五
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
三
条
の
四
中
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
三
条
の
三
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
二
章
第
一
節
の
二
を
同
章
第
二
節
と
す
る
。

（
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
中
「
第
百
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
七
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
漁
業
法
の
準
用
）

第
三
十
条

指
定
養
殖
業
の
許
可
に
関
し
て
は
、
漁
業
法
第
三
章
第
一
節
（
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
、

第
四
十
三
条
、
第
四
十
五
条
第
一
号
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
二
条
を
除
く
。）並
び
に
第
百
七
十
五
条
並
び
に
第

百
七
十
七
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
項
、
第
三
項
前
段
及
び
第
四
項
か
ら
第
十
項
ま
で

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
大
臣
許
可
漁
業
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
養
殖

業
」
と
、
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
船
舶
の
数
及
び
船
舶
の
総
ト
ン
数
、
操
業
区
域
、
漁
業
時
期
、
漁
具
の

種
類
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
養
殖
業
に
係
る
水
産
動
植
物
の
総
量
（
以
下
単
に
「
総
量
」
と
い
う
。）及
び
養
殖
場

の
総
面
積
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
船
舶
の
数
が
」
と
あ
る
の
は
「
水
産
動
植
物
の
量
の
合
計
が
」
と
、「
船
舶
の

数
を
」
と
あ
る
の
は
「
総
量
を
」
と
、「
場
合
に
お
い
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
の
う
ち

に
現
に
指
定
養
殖
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
指
定
養
殖
業
の
許
可
の
有
効
期
間
の
満
了
日
の
到
来
の
た

め
当
該
許
可
に
係
る
養
殖
場
と
同
一
の
養
殖
場
に
つ
い
て
し
た
申
請
が
あ
る
と
き
は
」
と
、「
申
請
者
の
生
産
性
を

勘
案
し
て
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
る
者
を
定
め
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
申
請
に
対
し
て
、
当

該
許
可
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
水
産
動
植
物
の
量
に
つ
い
て
、
他
の
申
請
に
優
先
し
て
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
六
条
第
二
項
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
中
「
漁

業
調
整
」
と
あ
る
の
は
「
内
水
面
水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
の
確
保
、
内
水
面
漁
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発

展
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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